平成24～25年度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）

分担研究報告書
岡山大学病院におけるがんサバイバー支援
研究分担者　松岡　順治（岡山大学大学院保健学研究科　教授）
　研究協力者　安藤　弥生（岡山大学病院　総合患者支援センター）

　　　　　　　石橋　京子（岡山大学病院　総合患者支援センター）

　　　　　　　

　　　　　　　
A. 研究目的

　就労支援相談の人材育成により得られた人材で就労支援が可能かどうかを検討した。
B. 研究方法

　平成２４年には岡山大学においてCancer Solutionの主催による就労支援人材育成セミナーを開催し就労支援に関わる知識の習得と人材の育成をおこなった。
平成２５年度は岡山大学病院総合患者支援センターにおいて就労支援相談窓口を開設し実際に支援をおこなった。
C. 研究結果

　５名の岡山大学病院職員が平成２４年の就労支援セミナーを受講し修了した。
平成２５年１０月からは修了者が中心となって、外部の産業カウンセラーの協力を得て計９回の就労支援相談をおこない５人の相談をおこなった。院外からの相談が２件、入院中が１件、外来受診中が１件であった。すべて被雇用者で、内容はいずれも就労に関する法律相談であった。相談者の求めた情報の提供はできていた。病気についての話を聞いてもらえてよかったという感想が多かった。
D. 考察

　就労支援の相談のための人材育成を行い、外部専門家も交えて就労相談を行った。周知が徹底していないことによるものか、地域性によるものか不明であるが、相談者数は増加しなかった。就労支援そのものと、病気のことを聞いてもらえたという満足度が高かった。今後とも広報を充実しながら続けていきたい。
E. 結論

　岡山大学病院において就労支援のための人材育成を行い、就労相談を行うことが可能であった。
F. 研究発表

1. 論文発表　　なし
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研究要旨：　就労支援相談のための人材育成を行うためにセミナーを開催し、就労支援相談を行った。








